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スペインでの地下水揚水試験

スペインのマドリッドと地中海沿岸部のアンダルシア地方の中間地域は

広大な荒野と在っている.周囲に広く分布している石灰岩と高温乾

燥気候のために地表近くはカリｰチと呼ばれるCaC08とMgC03

からなる固い層で厚く覆われて植生か育たず不毛の荒野となっている.

スペイン政府はこの不毛の大荒野の開発計画を樹て水資源の開発･農

地の拡大権ど大き泣成果を挙げている.この携野の中心地はアルバ

シｰテ市(杣Bacete,アラビア語で広野の意味)でその周辺部は水

資源の調査･開発で活況を呈してレ･る.調査方法はきわめてオｰソ

ドックスで表層および水理地質図の作製物理探査地球化学探査と

試錐である.とくに試錐は大孔径の試掘井を碁盤の冒に500㎜間隔

で掘り定期的に揚水試験を行っている.

この写真は1974年にスペインの地質巡検中にアノレパシｰテ市郊外の

試掘井の揚水商験を見学しているサウジアラビアの麻用地質学センタ

ｰの教授と学生達である.

(写真･文とも技術部高橋清)�


